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との調査は，科学

はじめに

水路部では．昭和56～5 8年度の 3か年で東京湾海底地殻構造調査を実施している。

技術振興調整費Kよる「首都圏Kなける直下型地震の予知及び総合防災システムK関する研究」の一環とし

5 7年度は海上作業5 6年度はエアガン方式のマルチテャンネル反射法音波探査の海上作業を，て行われ．

で得られたデータの処理を実

施した。 58 年度は， ~部地

質構造の解明を目的としたζ

ヰ初動音披抑制ミュートテスト｜

の調査の解析 ・とりまとめ作
磁気録音テープ錨集
録音利得除去

ζれより浅層部業とともVC,

を対象としたスパーカ一方式 共通反射点Fレーユ綴集

Kよるマノレチチャンネル反射 I r- 初動音問制ミユート
量合前デコ…ーション 十 臨調登

テス ト 重合前デコンポリューション法音波探査が実施されている。

乙とでは．加藤 ・浅田

( 198 3 ）の海上作業報告の
動指正
ミュート

共通反射点重合
速度解析

続編として．昭和57～5 8 

年度K実施したデータ処理及
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び解析 ・とりまとめの結果に

帯蝶通過フィルター

深度変換

掻幅調Z置
スケーリング
基準面補正

掻幅調霊
スケーリング
基準面補正

ついて簡単Kまとめた。左お~ .

エアガン方式Kよるマノレチチ

ャンネル反射法音波探査結果

タイムマイグレーションの詳細な報告は．別途加藤

(1984)VCまとめてある。 援信樹愛
スケーリング
基準面補正

探査データの処理一音

波探査断面図の作成一

2. 

調査の目的及び海上作業の

探査データの処理手順第 1図
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方法Kついては．加藤 ・浅田

(1983）のとなりである。海



SW 
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第2図 A-2測線の深度変換断面図（上）とその解釈図（下）

TA-T Fは地層名， V～Zは各層の境界層準名

上作業では．富津岬以北の東京湾において，湾の縦断方向2演lj線．横断方向4演lj線の合計6狽lj線， 130Kmの

探査データが得られた。発音・受音点間隔はいずれも 50m，測定記録時間長は 5秒で， 2 4チャンネノレの

記録がディジタJレ収録された。

海上作業で得られたζのデータは．第 1図K示すフローチャートに従って電子計算機処理を行い，各演lj線

どとに 12重合断面図．タイムマイグレーツョン断面図及び深度変換断面図が作成された。とのデータ処理

は，石油資源開発株式会社K外注して実施した。深度変換断面図の例を第 2図K示す。

3. 音波探査断面図の解析一東京湾下の地質構造

解析は 3種類の断面図をもとに，顕著な反射面の追跡． とれKよる地層区分，各地層境界面の等深度線図，

各地層の等層厚線図の作成．各地層の周辺陸上地層群との対比．断層摺曲構造の識別等を行った。

東京湾下の地層は.v～Zの5層準の反射面Kより．上位からTA～T F層の 6層K区分された（第2図）。

最下位層のTF層は断面図のなかで最も強い反射面であるZ層準以下の地層で．先新第三系基盤岩類K対比

される。 Z層準は，海面下2～3.4 KmK位置し，起伏ははげしい（第3図）。 TE～T A層は，TF層の上

K重左る新第三紀～第四紀の堆積層である。 TE層は保田・葉山層群K, T D層は三浦層群K,TC ・ TB 
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第 3図 Z層準の等深度線図，等深線の間隔は lOOm，点線は演IJ線の位置

c D：千葉， FM ：富津岬， FN ：船橋， FT：富津， KN ：観音崎，
K S：木更津， KW：川崎， TK：東京， YH：横浜， YS：横須賀

層は上総層群に TA層はほぼ下総層群K対比されると考えられる。 TE層からTA層の最大層厚部は．南

端の中ノ瀬付近から北東の千葉沖K移動している（第 4図〉。

A-2演IJ線の北東端から約 5Kmの地点vc.z層準を 420m変位させる北東落ちの断層が認められた （第 2
図）。ほかの隣接する測線Kとの断層の延長は認められず． との断層の走向はN50°～ 55° wの走向を持

つと考えられる（第4図）。断層上のTD層は傍曲状の変形を受けているが• T C層以上の地層Kはほとん
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ー」~ 断層

一寸一 背斜
一一上一 向斜． 深層ボーリングの位置

T E層の最大層厚部

KN ＼ ιヨ些ピ TD l膏の
II 

T C膚の ，， 

TB j蓄の ，， 

TAI面の II 

第 4図 断層，摺曲の分布と堆積層の最大層厚部の移動状況

ど影響を与えてならず．との断層の活動期は．なも(!CZ層準形成期からTD層縫積期と考えられる。 川崎沖

以南Vては• T D層を中心K数 10 mと変位の小さい正断層群が認められた。また中ノ瀬付近Kは軸がほぼ東

西の摺幽構造が認められた。
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